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【移行のタイミングについて】

（１）国事務連絡（４月２日）
地域での感染拡大により、入院を要する患者が増大し、重症者や重症化するおそれが高い者に対する入院医療の提供に支障をきたす場合

（２）大阪府の現状
・新規陽性者数 約４倍 ・リンク不明者数 約３.７倍 （3/27～4/2の７日間合計と前週との比較）
・陽性率はここ数日増加傾向

⇒爆発的な感染拡大（オーバーシュート）につながるおそれがあり、宿泊施設・自宅療養への移行が必要

【宿泊療養・自宅療養の対象の考え方（案）】

国の考え方（４月２日付事務連絡 ※府で整理） 大阪府の考え方（案）

第
１
段
階

＜対象者＞
・無症状病原体保有者及び軽症患者（軽症者等）
＜療養の場所＞
・宿泊施設等
＜対象から除外される者＞
ア ①高齢者 ②基礎疾患がある者
③免疫抑制剤や抗がん剤を用いている者 ④妊産婦

イ 上記アの①～④と同居している軽症者等（できるだけ入院）

＜対象者＞
・無症状病原体保有者及び軽症患者（軽症者等）
＜療養の場所＞
・自宅又は宿泊施設
＜対象から除外される者＞
ア ①高齢者 ②基礎疾患がある者

③免疫抑制剤や抗がん剤を用いている者 ④妊産婦
イ 上記アの①～④と同居している軽症者等（できるだけ入院）

第
２
段
階

上記対応でもなお、入院医療の提供に支障をきたす場合、以下の考え方に
より対応
＜対象者＞
・無症状病原体保有者及び軽症患者（軽症者等）
＜療養の場所＞
・自宅又は宿泊施設
＜対象から除外される者＞
除外しない
ただし、「自宅での空間分け」不可の以下対象者は、宿泊施設を確保
・上記①～④（高齢者等）と同居している軽症者等
・高齢者等と接触する医療従事者等
＜自宅療養の場合の対応＞
・高齢者等と同居している場合は、「空間分けによる自宅療養」「高齢者
等が一時的に親族宅等に移動」

府内感染拡大の状況等により検討



軽症者等

軽症者等
①重症・中等症

(1)軽症者等

新型コロナウイルス感染者：軽症者等の療養等に関する流れ（イメージ）

入院フォロー
アップセンター

自宅療養

宿泊療養

医療機関
（入院）

宿泊施設班

② 搬送先医療
機関の調整

帰国者・
接触者外来 保健所

調整

軽症者等に対し、宿泊
施設・療養に関する留
意事項等を記載した
リーフレットを配布。
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14日間の健康観察
⇒ 電話等
※アプリの活用検討

≪実施者：想定≫
・地区医師会
・市保健センター
・外部委託 等

症状悪化

症状悪化の際は、保健
所を通じ、医療機関へ

（情報共有）

(高齢者、基礎疾患がある者等を除く)

（2）宿泊先の調整




